
























はじめに

　沖縄県は,わが国の最西南端にあり 60 余の島々からなり,住民の居住してい

る島は 39 で,そのうち全く医療施設のない島が 8 で全離島の 20.5%にあたる。

離島の医療施設はその殆んどが診療所で,医介輔のいる診療所が 7カ所である。

特に母子の健康管理をすすめていくにあたり大きな関連をもつ産科医,小児科

医の現状をみると,産料医の 52%,小児科医 59%が那覇市に集中し,産科医のいな

い市町村が 72%,小児料医のいない市町村が 91%となっている。特に調査地区の

宮古保健所及び名護保健所は,医療施設等にも恵まれず,交通の便も悪く,多く

の離島へき地を有し,その中での母子保健管理を体系づけていくには,各市町村

に駐在している県職員の保健婦を中心としたきめこまかな管理が必要である。


